
1 競争入札に付する事項
（１） 契約件名

（２） 契約内容

（３） 納入期限

（４） 納入場所

（５） 入札方法

2 競争に参加する者に必要な資格 (1)

(2) 予算決算及び会計令第71条に該当しない者に限る。
(3)

(4)

3 証明書等の提出期限、提出方法 17 時 00 分

4

5 入札説明書の交付期間、交付方法　

か ら ま で

6 入札書等の提出期限

7 開札の日時場所 海上保安庁入札室

8 入札保証金および契約保証金

9 入札の無効

10 落札者の決定方法 (1)

11 契約書作成の要否

12 仕様に関する問い合わせ先
(山木  内線4322)

仕様書のとおり

公　　　　告 単契第　133　号

令和4年10月21日
支出負担行為担当官

記

令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）
仕様書のとおり
令 和 5 年 3 月 24 日

下記のとおり一般競争入札に付します。本案件は、競争参加資格確認のための証明書等（以下、「証明書
等」という。）の提出、入札及び契約を電子調達システム（ＧＥＰＳ）で行う対象案件です。

海上保安庁総務部長　勝山　潔

電子調達システム（ＧＥＰＳ）の利用本案件は、申請書等の提出、入札及び契約を電子調達システムで
行う対象案件である。原則として、当該入札の執行において入札執行回数は２回を限度とする。なお、
当該入札回数までに落札者が決定しない場合は、原則として予算決算及び会計令第99条の２の規定
に基づく随意契約には移行しない。また、電子調達システムにより難い者は、紙入札参加願、紙契約方
式承諾願を提出し、紙入札方式、紙契約方式に代えることができる。その他詳細については、入札説
明書による。

予算決算及び会計令第70条に該当しない者に限る。ただし、未成年者、被保佐人又は被補助人
であって、契約に必要な同意を得ている者についてはこの限りではない。

令和４・５・６年度国土交通省一般競争参加資格（全省庁統一資格）において、下記「契約の種類」
に応じた何れかの等級に格付けされ、関東・甲信越地域の競争参加資格を有する者。また、当該
部局において指名停止の措置を受け、指名停止中の期間でない者。

警察当局から暴力団員が実質的に経営を支配する者又はこれに準ずる者として国土交通省公共
事業等からの排除要請があり当該状態が継続している者でないこと。

「役務の提供等」 の Ｃ又はＤ等級

（証明書等提出期限） 令 和 4 年 11 月 4 日
（提出方法）
・電子調達システムにより入札参加する場合
　以下の書類を電子調達システムにより提出すること。

契約条項等を示す場所、契約
及び入札に関する問い合わせ先

東京都千代田区霞が関２－１－３　
海上保安庁総務部政務課予算執行管理室第一契約係

(1)紙入札方式参加願（紙入札用）
(2)資格審査結果通知書（電子、紙入札共通）

海上保安庁装備技術部施設補給課
03-3591-6361

以上公告する。

(2)

令 和 4 年 11 月 28 日 17 時 00 分

令 和 4 年 11 月 29 日 14 時 30 分

免除

本公告に示した競争に参加する者に必要な資格のない者のした入札及び海上保安庁入札・見積者心
得書その他に関する条件に違反した入札は無効とする。

要(ただし、契約金額が150万円に満たない場合は省略することがある)

本調達は、予定数量に対する総価で見積もる単価契約とする。
落札者の決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０パーセントに相当する額
を加算した額（当該金額に1円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた金額）をもって落札
価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であ
るかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する額を入札書に記載すること。

海上保安庁入札・見積者心得書による。

本業務は、契約手続にかかる書類の授受を電子調達システムで行う対象業務である。なお、電子調達
システムによりがたい場合は、発注者の承諾を得て紙契約方式に代えるものとする。

（交付方法）
入札説明書等の交付は、当庁ホームページの「調達情報」の「入札・落札等の状況」からダウンロードす
ること。http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/nyusatsu/r4ippan.html
　また、郵送で交付を希望する者は、A4判用紙が入る返信用封筒（宛先を明記する）並びに重量200g
に見合う郵便料金に相当する郵便切手又は国際返信切手券を添付して上記４の係に申し込むこと。

(1)確認書（電子調達用）
(2)資格審査結果通知書（電子、紙入札共通）

・紙入札により入札参加する場合
　以下の書類を下記４の窓口に直接提出又は郵送により提出すること。
　（ただし、郵送の場合は配達証明が確認できるものでの郵送に限る）

03-3591-6361 （内線　2821　)

（入札説明書等の交付期間）

令 和 4 年 10 月 21 日 令 和 4 年 11 月 4 日



契約番号： 単契第　133　号
契約件名：

項目及び構成

１　契約担当官等
２　調達内容
３　競争参加資格
４　入札参加申込手続き
５　入札書及び関係書類の提出場所等
６　その他

令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）

別紙－1　入札書（海上保安庁様式）
様式－１　紙入札方式参加願
様式－２　紙契約方式承諾願
様式－３　確認書（電子入札参加申し込み用）
様式－４　電子証明書変更承諾申請書
様式－５　期間委任状
様式－６　都度委任状
別冊　契約書（案）
別冊　仕様書

入　札　説　明　書

（最低価格落札方式）



１　契約担当官等

２　調達内容

(内線4322)

⑹　入札方法
　　原則として、当該入札の執行において入札執行回数は２回を限度とする。
　　なお、当該入札回数までに落札者が決定しない場合は、原則として予算決
  算及び会計令第９９条の２の規定に基づく随意契約には移行しない。
　　また、電子調達システムにより難い者は、発注者に紙入札方式参加願及び
　紙契約方式承諾願を提出して紙入札方式、紙契約方式に代えるものとする。
　　落札者の決定は、最低価格落札方式をもって行う。
　① 　入札者は、一切の経費を含め契約金額を見積もるものとする。
　② 　落札決定は、最低価格落札方式で行うが、本調達は単価契約であるこ
     とから、当庁が提示する予定数量に対する総価をもって入札すること。
　③　落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０％に
　　相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数がある時は、そ
　　の端数金額を切り捨てた金額とする。）をもって落札価格とするので、入
　　札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であ
　　るかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を
　　記載した入札書を提出しなければらない。
　④　入札者は、入札説明書、仕様書等を熟覧のうえ入札しなければならない｡
    この場合において入札説明書、仕様書等について疑義があるときは、入札
    書受領の締め切り前までに関係職員の説明を求めることができる。
⑺　入札保証金及び契約保証金　　免　除

令和5年3月24日

仕様書のとおり
　⑶　納入期限

03-3591-6361
海上保安庁装備技術部施設補給課　山木

　海上保安庁の調達契約に係わる入札公告
 (令和4年10月21日付） に基づく入札につ
いては、会計法（昭和22年法律第35号）、予算決算及び会計令昭和22年勅令第165号）、契約
事務取扱規則（昭和37年大蔵省令第52号）等に定めるもののほか、この入札説明書によるもの
とする。

支出負担行為担当官
海上保安庁総務部長　勝山　潔

入　　札　　説　　明　　書

　⑷　納入場所
仕様書のとおり

　⑸　仕様説明会の日時等
仕様説明会は実施しない。
　なお、仕様内容について質疑等がある場合は、下記へ連絡すること。
仕様書等に関する問い合わせ先
　　〒100-8976　東京都千代田区霞が関２－１－３

　⑴　契約件名
令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）

　⑵　契約内容



３　競争参加資格
⑴

⑵ 　予算決算及び会計令第71条の規定に該当しない者であること。
⑶

⑷

⑸

４　入札参加申込手続き
⑴ 　申込方法

期間委任状について
ａ

ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

　入札参加希望者は、４（５）の各書類を各提出先に持参又は郵送すること。（電子調達シ
ステムにより提出するものは除く）
　なお郵送にて提出する場合は、提出期限までに提出先に必着すること。（郵送の場合は、
配達証明が確認出来るものに限る）
　また、代表者から委任を受けている者（以下「受任者」という）が入札を行う場合は期間
委任状（様式５）又は都度委任状（様式６）を入札参加手続きまでに提出する（当該委任に
係る委任者及び受任者が同じであり、かつ委任事項に変更がない限り、あらかじめ入札等に
関する委任状を提出することにより、当該年度に限り、委任状をその都度提出することを省
略することができる。この場合において、特定の入札等に関してのみこれと異なる代理人を
選任して委任することは認めない｡)。

　入札、見積についての権限及び契約締結についての権限が委任されていなければなら
ない。

　予算決算及び会計令第70条の規定に該当しない者であること。
なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている
者は、同条中、特別の理由がある場合に該当する。

　令和４・５・６年度国土交通省競争参加資格（全省庁統一資格審査）において「役務の提
供等」 のＣ又はＤ等級に格付けされ、関東・甲信越地域の競争参加資格を有する者である
こと。(ただし指名停止期間中にあるものは除く。)
　なお、競争参加資格を有しない者で当該入札に参加を希望する者は速やかに資格審査申請
を行う必要があるので下記５⑵へ問い合わせること。

　警察当局から暴力団員が実質的に経営を支配する者又はこれに準ずる者として国土交通省
公共事業等からの排除要請があり当該状態が継続している者でないこと。

以下の各号のいずれかに該当し、かつその事実があった後２年を経過していない者。(これ
を代理人、支配人その他の使用人として使用する者についてもまた同じ。)
  (ア) 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質
　　　若しくは数量に関しての不正の行為をした者
  (イ) 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を
　　　得るために連合した者
  (ウ) 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者
  (エ) 監督又は検査の実施に当たり職員の執行を妨げた者
  (オ) 正当な理由がなくて契約を履行しなかった者
  (カ) 前各号のいずれかに該当する事実があった後2年を経過しない者を、契約の
　　　履行に当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者

　電子入札においては、復代理は認めない。
　委任期間は当該年度内を限度とする。
　代表者及び受任者の記名・押印された委任状（書面）の提出とする。
　原則として期間委任状の委任期間中の都度委任状の提出は認めない。



⑵ 　電子調達システムによる証明書等の送信方法

⑶ 　ファイル圧縮方法の指定

⑷

⑸
各提出書類の提出先は次のとおりです。

⑹ 　証明書等審査結果の通知
令和4年11月21日 までに電子調

達システム又は文書等により通知する。

1 一太郎 Ver10形式以下のもの
2 Microsoft Word Word2000形式以下のもの

　電子調達システムによる入札参加の申込みを行う場合の使用アプリケーション及びバー
ジョンの指定及び、保存するファイルの形式は次のいずれかとする。

番号 使用アプリケーション 保存するファイル形式

　ファイルを圧縮して送信する場合は、LZH又はZIP形式とする。（自己解凍方式は不可）

　ファイル容量が大きく電子調達システムにより証明書等を送信できない場合証明書等の
ファイル容量が10MBを超える場合には、電子調達システムによる入札参加申し込みに必要な
「確認書」及び「資格審査結果通知書（写）」のみを、１つのファイルとして（例えばPDF
形式のファイル）まとめたものを、電子調達システムから送信し、それ以外の証明書等につ
いては、直接５⑵の契約係担当者に手渡すこと。
　直接手渡すことができない場合は、郵送又は民間事業者による信書の送達に関する法律
（平成14年法律第99号）第２条第６項に規定する一般信書便事業者若しくは同条第９項に規
定する特定信書便事業者による同条第２項に規定する信書便（以下「郵送等」という。）に
よる提出をすることが出来る。この場合、事前に５⑵にその旨を連絡すること。
　なお、参加資格確認後は、入札参加申込者に対して電子調達システムにより通知又は確認
通知書を送付する。

　証明書等の提出期限 令和4年11月4日 17時00分

４⑴により提出された証明書等の審査結果を、

3 Microsoft Excel Excel2000形式以下のもの

4 その他のアプリケーション

PDFファイル
画像ファイル(JPEG形式及びGIF形式)
上記に加え特別に認めたファイル形式

・確認書（電子入札用）（電子調達システムにより提出）
・資格審査結果通知書（写）（電子調達システムにより提出）

〇電子調達システムにより入札参加する場合

〇紙入札により入札参加する場合

・紙入札方式参加願（紙入札用）（提出先下記5（2））
・資格審査結果通知書（写）（提出先下記5（2））



※

※

５　入札書及び関係書類の提出場所等
⑴

⑵ 　入札書等の提出場所及び契約条項を示す場所及び問い合わせ先

井上　波美
内線 2821

⑶ 　入札説明書（仕様書等添付）の交付期間
令和4年10月21日 から まで

⑷ 　入札書の提出期限
令和4年11月28日

⑸ 　入札書の提出方法
①　電子調達システムによる場合

ア 　入札書の様式は、電子調達システムによるものとする。
イ 　入札書等の記載事項

　 ａ 　契約件名は、定められた件名を記載するものとする。
ｂ
ｃ

ウ 　入札書等の提出
ａ

ｂ

②　紙による入札の場合
ア 　入札書の様式は、別紙－1によるものとする。
イ 　入札書等の記載事項

　 ａ

ｂ

c
d

e

令和4年11月4日

17時00分

　入札者は、特に指示ある場合を除き、予定数量に対する総価で入札しなければ
　入札書等は、電子調達システムの入力画面上において作成するものとする。

電子調達システム又は紙入札方式参加願による入札参加申込手続きをとらなかった場合は、
入札に参加できないので注意すること。

　入札参加申込手続き後に辞退する場合は、開札日までに「入札辞退書」を５⑵へ提出する
こと。
なお、入札辞退書等は下記アドレスにて公開しているのでダウンロードして提出すること。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/tyoutatu/youshikitou.html

　入札書は電子調達システムにより提出すること。
  ただし、発注者に紙入札方式参加願を提出した場合は紙により提出すること。
電子調達システムのＵＲＬ及び問い合わせ先
　　　 政府電子調達システム 　　　https://www.geps.go.jp/
       電子調達システムヘルプデスク　　 TEL  0570-000-683

東京都千代田区霞が関２－１－３
海上保安庁総務部政務課予算執行管理室第一契約係
℡03-3591-6361

　入札書に記載する日付は、入札書を提出する日とする。
　入札書には、入札者の住所及び氏名を記載しなければならない。

　受任者（以下「代理人」という）が入札を行う場合は、代理人の住所、氏名
（法人にあっては、所在地、法人名及び代理人の役職、氏名）を記載し、代理人
の印鑑を押印しなければならない。以下、記載例による。
【記載例】
　　海保株式会社　代表取締役（社長）　○○　○○　代理
　　東京都千代田区霞ヶ関２－１－３
　　海保株式会社　東京支店（又は○○部）
　　支店長（又は○○部長）○○　○○　印

（電子認証書を取得している者であること。）

　入札書等は、電子調達システムにより、当該入札公告した期限までに到達する
ように提出しなければならない。

　電子入札に利用することができる電子証明書は、資格審査結果通知書に記入さ
れている者（以下「代表者」という。）又は代表者から入札・見積権限及び契約
権限について期間委任により委任をうけた者の電子証明書に限る。

　契約件名は、定められた件名を但しがきのあとに記載するものとする。

　入札者は、特に指示ある場合を除き、予定数量に対する総価で入札しなければ
ならない。



ウ 　入札書等の提出
ａ

ｂ
ｃ

エ 　郵送により提出する場合

⑹ 　入札の無効
①

ア 　委任状が提出されていない代理人のした入札
イ

ウ

エ 　金額を訂正した入札
オ 　誤字、脱字などにより意志表示が不明瞭である入札
カ

キ

ク

ケ

②

⑺ 　入札の延期等

　受任者（以下「代理人」という）が入札を行う場合は、代理人の住所、氏名
（法人にあっては、所在地、法人名及び代理人の役職、氏名）を記載し、代理人
の印鑑を押印しなければならない。以下、記載例による。
【記載例】
　　海保株式会社　代表取締役（社長）　○○　○○　代理
　　東京都千代田区霞ヶ関２－１－３
　　海保株式会社　東京支店（又は○○部）
　　支店長（又は○○部長）○○　○○　印

　入札書は、別紙の様式にて作成し、封筒に入れ、かつ、その封皮に「法人名等
及び契約件名、開札年月日、「入札書在中」」を朱書するものとする。

電報、ファクシミリ、電話その他の方法による入札は認めない。

　同一事項の入札について他人の代理人を兼ね、又は2人以上の代理をした者の入札

　競争参加資格の確認のための書類などを添付することとされた入札にあっては、提
出された書類が審査の結果採用されなかった入札

　競争参加資格のあるものであっても、入札時点において、海上保安庁次長から指名
停止措置を受け、指名停止期間中にある者のした入札

　電子入札参加者は、電子証明書を不正使用等してはならない。
　不正使用等した場合には当該電子入札参加者の入札への参加を認めないことがある。
　なお、当該入札に関し入札権限のある他の電子証明書に変更しようとするときは、電
子証明書変更承諾申請書（様式４）を提出すること。
　また、電子証明書変更承諾申請書には変更後の電子証明書の企業情報登録画面を印刷
したものを添付すること。

　入札者が相連合し又は不穏の挙動をする等の場合であって、競争入札を公正に執行するこ
とができない状態にあると認められるときは、当該入札参加者を入札に参加させず、若しく
は入札の執行を延期し、又はこれを取り止めることがある。

入札者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取り消しをすることができな
い。

　支出負担行為担当官等あて郵送（書留郵便又は民間事業者による信書の伝達に関す
る法律（平成14年法律第99号）第２条第６項に規定する一般信書便事業者若しくは同
条第９項に規定する特定信書便事業者（以下「一般信書便事業者等」という。）の提
供する同条第２項に規定する信書便（以下「信書便」という。）の役務のうち、書留
郵便に準ずるものとして一般信書便事業者等おいて当該信書物（同法第２条第３項に
規定する信書便物をいう。）の引き受け及び配達記録をした信書便。）にすることが
できる。
郵送する場合においては、二重封筒とし、表封筒には「入札書在中」の旨を記載し、
中封筒に入札書を入れ、かつ、その封皮に「法人名等及び契約件名、開札年月日、
「入札書在中」」を朱書するものとする。ただし、入札書の提出期限までに到達する
ように提出しなければならない。

　本入札説明書に示した競争参加資格のない者、入札条件に違反した者又は入札者に求
められる義務を履行しなかった者の提出した入札及び次の各号の１に該当する入札は無
効とする。

　所定の入札保証金又は入札保証金に代わる担保を納付し又は提供しない者のした入
札

　記名（外国人又は外国法人にあっては、本人又は代表者の署名をもって代えること
ができる。）を欠く入札

　公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を乱し、若しくは不正の利益を得るた
めに連合した者の入札



⑻ 　開札の日時及び場所

令和4年11月29日

海上保安庁入札室

⑼ 　開札
①　電子調達システムによる場合

ア

イ

②　紙による場合
ア

イ

③

④

⑤

６　その他
⑴ 　契約手続に使用する言語及び通貨　　日本語及び日本国通貨

⑵ 　入札者に要求される事項

⑶ 　落札者の決定方法
①

日時： 14時30分

　入札者又はその代理人は、開札場に入場しようとするときは、入札関係職員の求めに
応じ競争参加資格を証明する書類、身分証明書等を提示しなければならない。

　入札者又はその代理人は、開札時刻後においては、開札場に入場することができな
い。

　入札者又はその代理人は、開札時刻後においては、契約担当官等が特にやむを得ない
事情があると認めた場合のほか、開札場を退場することができない。

　入札者等は、入札公告等で定められた要件を証明した書類を指定した期限までに提出しな
ければならない。
　また、開札日の前日までの間において、契約担当官等から当該書類に関し説明を求められ
た場合には、それに応じなければならない。

　本入札説明書に従い書類・資料を添付して入札書を提出した入札者であって、本入札
説明書３の競争参加資格及び仕様を満たすことの出来ることの要求要件をすべて満た
し、当該入札者の入札価格が予算決算及び会計令第79条の規定に基づいて作成された予
定価格の制限の範囲内であり、かつ、最低価格をもって有効な入札を行った者を落札者
とする。

　ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては、その者により当該契約の内容に
適合した履行がされないおそれがあると認められるとき、又はその者との契約を締結す
ることが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認め
られるときは、予定価格の制限の範囲内をもって入札した者を落札者とすることがあ
る。

場所：

　開札及び開披（以下「開札等」という。）は、入札等執行事務に関係のない職員を
立ち会わせてこれを行う。

　開札等は、原則として、入札者又はその代理人が出席して行うものとする。
　この場合において、入札者等が立ち会わないときは、入札等執行事務に関係のない
職員を立ち会わせてこれを行う。

　開札等をした場合において、入札金額のうち予定価格の制限に達した価格の入札が
ないときは、原則として引続き再度入札を行う。
　ただし、契約担当官等がやむを得ないと認めた場合には、契約担当官等が別途指定
する日時に再度入札を行う。

　開札等をした場合において、入札金額のうち予定価格の制限に達した価格の入札が
ないときは、原則として引続き再度入札を行う。
　ただし、契約担当官等がやむを得ないと認めた場合には、契約担当官等が別途指定
する日時に再度入札を行う。



②

ア

イ

ウ

③

⑷ 　契約書の作成（ただし、契約金額が150万円に満たない場合は省略することがある）

①

②

③

④

⑤

⑸

　「電子調達システム」による電子契約を行う場合、電子調達システムで定める手続に
従い、契約書を作成しなければならない。なお、電子調達システムによりがたい場合
は、発注者の承諾を得て紙契約方式に代えるものとする。
　紙契約方式の手続をする場合は、紙契約方式承諾願（電子、紙入札共通）を落札決定
後に上記5（2）へ提出すること。

　契約担当官等は、落札者を決定したときは、その翌日から７日以内にその旨を落札者
とされなかった入札者に電子調達システム又は書面により通知する。
  ただし、開札に立ち会った参加者については、書面による通知を省略する。

　競争入札を執行し、落札者を決定したときは、当該落札者とすみやかに、契約書を取
り交わすものとする。

　契約書を作成する場合において、契約の相手方が遠隔地にあるときは、まず、その者
が契約書の案に記名押印し、さらに契約担当官等が当該契約書の案の送付を受けてこれ
に記名押印するものとする。

　上記②の場合において契約担当官等が記名押印したときは、当該契約書の１通を契約
の相手方に送付するものとする。

　契約担当官等が契約の相手方とともに契約書に記名押印しなければ、本契約は確定し
ないものとする。

　電子入札参加者側の障害により入札書受付締切時間又は開札時間を延長する場合の基準及
び取扱い

　電子入札参加者側の障害により電子入札ができない旨の申告があった場合は、障害の内容
と復旧の可否について調査確認を行うものとする

　すぐに復旧できないと判断され、かつ下記の各号に該当する障害等により、原則として複
数の電子入札参加者が参加できない場合には、入札書受付締切予定時間及び開札予定時間の
変更（延長）を行うことができるものとする。
①天災
②広域・地域的停電
③プロバイダ、通信事業者に起因する通信障害
④その他、時間延長が妥当であると認められた場合
（ただし、電子証明書の紛失・破損、端末の不具合等、入札参加者の責による障害であると
認められる場合を除く）
　変更後の開札予定時間が直ちに決定できない場合においては、その旨をすべての電子入札
参加者に電話等で連絡するものとし、開札日時が決定した場合には、その旨を全ての電子入
札参加者に電話等で連絡するものとする。

　電子調達システムでは、入札参加者の利便性向上のため、電子くじ機能を実装してい
る。電子くじを行うには、入札者が任意で設定した000～999の数字が必要になるので、
電子入札事業者は、電子調達システムで電子くじ番号を入力し、紙入札事業者は、紙入
札方式参加願に記載するものとする。
　落札者となるべき同価格の入札をした者が２人以上あり、くじにより落札者の決定を
行うこととなった場合には、以下のとおり行うものとする。

　同価格の入札をした者が電子入札事業者のみの場合
　電子入札事業者が入力した電子くじ番号を元に電子くじを実施のうえ、落札者を決
定するものとする。

　同価格の入札をした者が電子入札事業者と紙入札事業者が混在する場合電子入札事
業者が入力した電子くじ番号及び紙入札事業者が紙入札方式参加願に 記載した電子
くじ番号を元に電子くじを実施のうえ落札者を決定するものとする。

　同価格の入札をした者が紙入札事業者のみの場合
　その場で紙くじ（又は電子くじ）を実施のうえ落札者を決定するものとする。



⑹

⑺ 支払条件は履行完了後、一括払いとする。

⑻

⑼

　発注者側の障害により電子入札書受付締切時間又は開札時間を延長する場合の取扱い

　発注者側の障害が発生した場合は、電子調達システム運用主管組織（総務省）と協議し、
障害復旧の見込みがある場合には、電子入札書受付締切予定時間及び開札予定時間の変更
（延長）を行い、障害復旧の見込みがない場合には、紙入札に変更するものとする。
　障害復旧の見込みがあるが、変更後の開札予定時間が直ちに決定できない場合において
は、その旨を全ての電子入札参加者に電話等で連絡するものとし、開札日時が決定した場合
には、その旨を全ての電子入札参加者に電話等で連絡するものとする。

　上記によるもののほか、この一般競争入札に参加する場合において了知かつ、遵守すべき
事項は、「海上保安庁入札・見積者心得」によるものとする。
　    https://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/tyoutatu/tyoutatu.html

　入札者は、入札後、この入札説明書、仕様書等についての不明を理由として異議を申し立
てることはできない。



　

 

 一金

ただし

 　

入札・見積者心得及び入札説明書等を承諾の上、入札します。

令和　　　年　　　月　　　日

　

　

　

　

　

　　

（注）１.用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４判とする。

　 ２.金額は「アラビア」数字で記入する。

代表者氏名

別紙様式1-1

入　札　書

住　　所

商号又は名称

令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）

連絡先２：

支出負担行為担当官
　　海上保安庁総務部長　殿

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：



　

 
（ 単 133 ）

 １．発注件名　

　上記の案件は、電子調達システムを利用しての参加ができないため

 紙入札方式での参加をいたします。

資格審査登録番号(業者コード)

　 企業名称

企業郵便番号

企業住所

代表者氏名

代表者役職

電子くじ番号

（連絡先）

電話番号

メールアドレス

入札者

住　　所

企業名称

氏　　名

　

　

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

　　 担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

※１．入札者住所、企業名称及び氏名欄は、代表者若しくは委任を受けている場合は

　　その者が記載、押印する。

　２．電子くじ番号は、電子くじを実施する場合に必要となるので、000～999の任意の

　　３桁の数字を記載する。

支出負担行為担当官
　　海上保安庁総務部長　殿

様式-1

紙入札方式参加願

令和　年　月　日

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）



（ 単 133 ）

　

 

 １．件　名　

　上記の案件は、電子調達システムを利用しての契約ができないため、

 紙契約方式での手続きをいたします。

住 所

商号又は名称

代 表 者 氏 名

　

　

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

　　 担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

様式-2

紙契約方式承諾願

令和　年　月　日

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）

支出負担行為担当官
　　海上保安庁総務部長　殿



企業名称

代表者

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

は、本入札に使用するＩＣカード券面の番号を記入してください。

（担当者連絡先）※押印省略する場合も、担当者のメールアドレスは必ず記載してください。

担当者名：

電話番号：

メールアドレス：

（様　式-３）　一般競争入札方式

○宛　　　　　先：　海上保安庁　総務部政務課　予算執行管理室　契約係

確    認    書

件　名：令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約）

本案件については、「電子入札方式」により参加します。

                  　

　　　　　 令和    年    月    日

電子入札方式により参加する方

【ＩＣカード券面の番号】 「シリアルナンバー（ＳＮ）」、「ＩＤ」などの項目に続く

１０数桁の数字・英字（例：14桁、16桁）

【取得者名】

（左つめで記入。「スペース」分も左詰めで記入。枠不足の際は、追加してください。）

＊今回限定した上記のICカード以外を以後において使用した場合、「無効」の入札となることがあります。

＊上に記入する「数字・英字」等は、誤記のないように十分留意してください。



様式-４

２．変更後の電子証明書番号

３．変更理由

住所
氏名

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

支出負担行為担当官
  　海上保安庁総務部長　　殿

　上記については承諾します。

電子証明書変更承諾申請書

１．発注件名：

  上記案件について、電子調達システムにより入札に参加することとしていますが、使用している電子証明書
について上記理由により開札までの間に使用できなくなることから、電子証明書の変更を承諾されたく申請し
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　支出負担行為担当官

　　　　　　　　　　　　　　　　海上保安庁総務部長



　入札参加者は、入札手続きの開始以降、使用していた電子証明書について、電子証明書発
行機関の電子証明書の利用に関する規約上の失効事由が生じた場合又は有効期限の満了に
より開札までの間に使用することができなくなることが確実な場合において、当該入札に関し入
札権限のある他の電子証明書に変更しようとするときは、発注者に電子証明書変更承認申請
書（様式３）を提出するものとする。この場合において、電子証明書変更承諾申請書には、変更
後の電子証明書の企業情報登録画面を印刷したものを添付することとする。
　発注者（海上保安庁）は、変更後の電子証明書に関して入札権限等に問題がないことが確認
できる場合についてのみ変更を承諾します。



様式５

期　間　委　任　状

 受任者

   　住  所

   　氏  名

   　使用印

 私は上記の者を代理人と定め

 下記の権限を委任します。

 委任期間    令和    年    月    日から

 　          令和    年    月    日まで

 委任事項

 

 令和    年    月    日

委任者　住所

商号又は名称

代表者氏名

支出負担行為担当官

海上保安庁総務部長　勝山　潔　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先は２以上記載すること）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本件責任者（会社名・部署名・氏名）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者（会社名・部署名・氏名）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先１：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先２：



様式６

都　度　委　任　状

 受任者

   　住  所

   　氏  名

   　使用印

 委任事項

１．

 令和    年    月    日

委任者　住所

商号又は名称

代表者氏名

支出負担行為担当官

海上保安庁総務部長　勝山　潔　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先は２以上記載すること）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本件責任者（会社名・部署名・氏名）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者（会社名・部署名・氏名）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先１：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先２：

 私は上記の者を代理人と定め

「件名：令和4年度産業廃棄物等収集運搬処分（単価契約） 」に関する下記の権限を委任します。



  

               

［収集運搬・処分用］ 

産業廃棄物処理委託契約書 
 
                                                        令和４年１１月２９日 

 
  排出事業者（甲） 
  
      住 所 東京都千代田区霞が関２－１－３ 
           支出負担行為担当官 
      氏 名  海上保安庁総務部長 勝山 潔       印 
         （法人にあっては名称及び代表者の氏名） 
 
  収集運搬・処分業者（乙） 
 
      住 所  

 

      氏 名  

            印 
         （法人にあっては名称及び代表者の氏名） 
 
 
  乙の事業範囲 
 
                          （積込み場所）            （荷下ろし場所） 
            収集運搬業許可番号                               

             (許可都道府県政令市名) （東京都）     (許可都道府県政令市名) （東京都） 
 

許可品目（積込み場所・荷下ろし場所に共通の許可品目のみ丸で囲む） 

燃え殻 汚 泥 廃 油 廃 酸 廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ゴムくず 金属くず 

ガラスくず,コンクリートくず及び
陶磁器くず 

鉱さい がれき類 ばいじん 紙くず 木くず 

繊維くず 動植物性残さ 動物のふん尿 動物の死体 その他(   ) 

特別管理産業廃棄物（                                  ） 

 
            処分業許可番号                (許可都道府県政令市名) （東京都） 
 
 
 上記排出事業者甲（以下「甲」という。）と収集運搬・処分業者乙（以下「乙」という。）は、甲の事
業場から排出される産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物（以下「廃棄物」という。）の収集運搬及び処分
に関して、次のとおり契約を締結する。甲と乙とは、本書を２通作成し、それぞれ記名押印の上、その１
通を保有する。 
 
（乙の事業範囲及び許可証の添付） 
第１条 乙の事業範囲は上記及び別表１のとおりであり、乙の事業範囲を証するものとして、許可証の写
しを添付する。なお、許可事項に変更があったときは、乙は、速やかにその旨を甲に通知するとともに、
変更後の許可証の写しを本書に添付する。 

 
（廃棄物の排出事業場、種類、数量、金額及びその他適正処理に必要な情報の提供） 
第２条 甲が、乙に収集運搬を委託する廃棄物の排出事業場、種類、予定数量及び合計予定金額は、別表
１のとおりとする。委託する廃棄物に石綿含有産業廃棄物（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じ
た産業廃棄物であって、石綿をその重量の 0.1%を超えて含有するもの。ただし、特別管理産業廃棄物で
ある廃石綿等を除く。）が含まれる場合には、その旨を別表１の廃棄物の種類欄に併せて記入する。 

２ 甲の委託する廃棄物の荷姿、性状その他適正処理に必要な情報は、別表１別紙「廃棄物データシート
（ＷＤＳ）」のとおりとする。ただし､両者協議の上で別途、「廃棄物データシート」以外の簡易な書式

収入 

印紙 



  

による情報提供を行う場合は、その書式に記載した内容のとおりとする。 

  また、甲の委託する廃棄物が日本工業規格（JIS C0950）に規定する含有マーク等がふされたものであ
る場合には、甲はその表示に関する事項を記載し、乙に情報提供する。 

３ 甲は、処分を委託する廃棄物が、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第２条の４第１項第５号
から第１１号までに規定する特別管理産業廃棄物に該当するおそれがあるときは、本契約期間内に、別
表２の上欄の廃棄物について、その下欄に定めるとおり、公的検査機関又は環境計量証明事業所におい
て「産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法」（昭和４８年環境庁告示第１３号）その他による試験を
行い、分析証明書を乙に提出しなければならない。 

４ 甲は、本条第２項及び第３項で提供した情報に変更が生じた場合は、当該廃棄物の引渡しの前に、別
表３に記載の方法により乙に変更後の情報を提供しなければならない。なお、情報の提供を要する変更
の範囲については、甲と乙とであらかじめ協議の上で定めることとする。 

 
（収集運搬・処分料金及び支払い） 
第３条 甲の委託する廃棄物の収集運搬業務及び処分業務に関する契約金額（以下「契約単価」という。）
は、別表１のとおりとする。ただし、これによりがたい場合は、甲乙合意の上で、１回あたりの契約単価
にすることができる。 

２ 甲は、産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）の写しの受領等により、乙が廃棄物を確
実に運搬・処分したことを確認し乙は甲の指定する様式「業務完了報告書」を甲に提出する。 
甲は乙が提出する適法な請求書を受理してから３０日以内にその代金を支払うものとする。 

 
（保管） 
第４条 乙は、甲から委託された廃棄物の保管を行う場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和
４５年法律第１３７号。関連する政令及び省令を含む。以下「法令等」という。）に定める保管基準を遵
守し、かつ、第７条第１項に定める契約期間内に確実に処分できる範囲で行う。 

 
（マニフェスト） 
第５条 甲は、廃棄物の搬出の都度、マニフェストに必要事項を記載し、Ａ（排出事業者保管）票を除い
て乙に交付する。 

２ 乙は、廃棄物を乙の事業場に搬入の都度、Ｂ１（収集運搬業者保管）票、Ｂ２（運搬終了）票に必要
事項を記載し、Ｂ２（運搬終了）票を運搬終了日から１０日以内に甲に送付するとともにＢ１（収集運
搬業者保管）票を保管する。また処分が完了したときは、乙はＣ１（処分業者保管）票及びＤ（処分終
了）票に必要事項を記載した後、Ｄ（処分終了）票を処分終了日から１０日以内に甲に送付するととも
に、Ｃ１（処分業者保管）票を５年間保存する。 

３ 乙は、本契約に係る廃棄物の最終処分が終了した旨が記載されたマニフェストの写しの送付を受けた
ときは、甲から交付されたマニフェストのＥ（最終処分終了）票に最終処分の場所の所在地及び最終処
分を終了した年月日を記入するとともに、そのマニフェストに係るすべての中間処理産業廃棄物につい
て最終処分が適正に終了したことを確認した後、１０日以内にＥ（最終処分終了）票を甲に送付する。 

４ 甲は、乙から送付されたＢ２（運搬終了）票、Ｄ（処分終了）票及びＥ（最終処分終了）票を、Ａ（排
出事業者保管）票とともに５年間保存する。 

 
（最終処分に係る情報） 
第６条 当該廃棄物に係る最終処分の場所の所在地（住所、地名、施設の名称など）、最終処分の方法及
び施設の処理能力は、別表１の最終処分欄のとおりとする。 

２ 甲は、乙と最終処分業者等との間で交わしている処理委託契約書、マニフェスト（又は受領書等）及
び許可証の写し等により、本条第１項に係る事項の確認を行うこととする。 

３ 別表１に記載する最終処分の場所等に変更が生じた際は、乙は遅滞なく甲に通知し、必要な情報を本
書に添付しなければならない。 

 
（契約期間及び保存） 
第７条 この契約の有効期間は、令和４年１１月２９日から令和５年３月２４日までとする。 
２ 甲及び乙は、契約書及び契約書に添付される書面を契約の終了後５年間保存する。 
 
（法令等の遵守） 
第８条 乙は、法令等、関係法令及び行政指導等を遵守して、廃棄物の収集運搬及び処分を行わなければ
ならない。甲もまた、排出事業者として法令等を遵守しなければならない。 

 
（甲の義務と責任） 
第９条 甲は、乙から要求があった場合は、第２条各項によるもののみならず、収集運搬・処分を委託す
る廃棄物の種類、数量、性状（形状、成分、有害物質の有無及び臭気）、荷姿、取り扱う際に注意すべき
事項等の必要な情報を速やかに乙に通知しなければならない。 



  

２ 甲は、委託する廃棄物の処分に支障を生じさせるおそれのある物質が混入しないようにしなければな
らない。万一混入したことにより乙の業務に重大な支障を生じ、又は生ずるおそれのあるときは、乙は、
委託物の引き取りを拒むことができる。乙の業務に支障を生じた場合、甲は、処分料金の支払い義務を
免れず、他に損害が生じたときは、その賠償の責にも任ずるものとする。 

 

（乙の義務と責任） 
第 10 条 乙は、甲から委託された廃棄物を、その積込み作業の開始から乙の事業場における処分の完了ま
で、法令等に基づき適正に処理しなければならない。この間に発生した事故については、甲の責に帰す
べき場合を除き、乙が責任を負う。 

２ 乙は甲から委託された業務が終了した後、直ちに業務終了報告書を作成し、甲に提出しなければなら
ない。ただし、業務終了報告書は、マニフェストのＤ（処分終了）票をもって代えることができる。 

３ 乙はやむを得ない事由があるときは、甲の了解を得て、一時業務を停止することができる。この場合、
乙は甲にその事由を説明し、かつ甲における影響が最小限となるようにしなければならない。 

 
（業務の調査等） 
第 11 条 甲は、この契約に係る乙の廃棄物の処理が法令等の定めに基づき、適正に行われているかを確認
するため、乙に対して、当該処理の状況に係る報告を求めることができる。 

２ 甲は、乙に対し、予告無く処分施設における廃棄物の処分状況等を調査することができる。この場合、
乙はその状況について適切な説明をしなければならない。 

 

（再委託の禁止） 
第 12 条 乙は、甲から委託された廃棄物の収集運搬・処分業務を他人に委託してはならない。ただし、契
約期間中に収集運搬業務にあっては車両が故障した場合等、処分業務にあっては施設の故障等真にやむ
を得ない理由により、業務を他人に委託せざるを得ない事由が生じた場合は、乙は、法令等で定める再
委託基準に従い、あらかじめ甲からの書面による承諾を得て、業務を再委託することができる。 

 
（内容の変更） 
第 13 条 甲及び乙は、契約期間、予定数量及び最終処分の場所の変更等については、甲乙協議の上で、変
更内容を書面で定め、その書面を本書に添付する。 

 
（機密保持） 
第 14 条 甲及び乙は、この契約に関連して、業務上知り得た相手方に係る機密事項を第三者に漏らしては
ならない。 

 
（契約の解除） 
第 15 条 甲又は乙は、この契約の当事者がこの契約の条項のいずれか又は法令等の規定に違反するとき、
又は甲乙の合意があったときは、この契約を解除することができる。 

２ 前項の規定によりこの契約を解除するにあたって、この契約に基づき甲から引渡しを受けた廃棄物の
処理を乙が完了していないときは、当該廃棄物を甲乙双方の責任で処理した後でなければこの契約は解
除できない。 

３ 乙は、甲が第２条各項又は第９条第 1 項の規定により提供した情報により、廃棄物の収集運搬又は処
分を適正に行なうことが出来ないと判断した場合は、甲に対し、契約の変更又は解除を申し出なければ
ならない。この場合において、甲は乙に当該廃棄物を引き渡してはならない。 

４ 甲及び乙は、相手方が反社会的勢力（暴力団等）である場合又は密接な関係がある場合には、相互に
催告することなく、この契約を解除することができる。 

 
（協議） 
第 16 条 甲及び乙は、この契約に定めのない事項又はこの契約の各条項に関する疑義が生じたときは、関
係法令の定めに基づき、誠意をもって協議の上で、これを決定する。 

 
 



 

 

別表１（第１条、第２条、第３条、第６条関係） 

排出 

事業場
番号 

排出事業場名称 排出事業場所在地及び連絡先 排出する廃棄物の種類 

１ 中央合同庁舎３号館 東京都千代田区霞が関２－１－３ 混合廃棄物 

２ 中央合同庁舎４号館 東京都千代田区霞が関３－３－１ 混合廃棄物 

３ 青海総合庁舎 東京都江東区青海２－５－１８ 混合廃棄物 

４ 海上保安試験研究センター 東京都立川市泉町１１５６ 混合廃棄物 

排出 
事業場
番号 

廃棄物の種
類（廃棄物
データシー
ト番号） 

契約単価（円） 

予定数量 
（日・週・月・年） 

乙の事業範囲 最終 
処分 
右欄の 
番号 

最終処分に関する情報 
収集運搬 処分 処分方法 処理能力又は埋立容量 施 設 の 所 在 地 

 
 

 
（   ） 

 

（㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） 

 

5309.42 

（㎏・l・m3・ｔ） 

    ① 安定型埋立 （許可品目           
） 
所在地 
（住所、施設名等）        
 
方 法 
                (許可番号         ) 
処理能力 
                (許可期限         ) 

 
   

 
（   ） （㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    

 
 

 
（   ） （㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    

 
 

 
（   ） （㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    ②管理型埋立 （許可品目             
） 
所在地 
（住所、施設名等）        
 
方 法 

               (許可番号        ) 
処理能力 
              (許可期限          ) 

 
 

 
（   ） （㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    

 
 

 
（   ） 

（㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    

 
 

 
（   ） （㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    ③ （安定・管理・遮断・再生・他  
） 
所在地 
（住所、施設名等）        
方 法 
                (許可番号        ) 
処理能力 
                (許可期限        ) 

 
 

 
（   ） （㎏・l・m3・ｔ

） （㎏・l・m3・ｔ） （㎏・l・m3・ｔ） 

    

収集運搬・処分別
の 
予定金額 

 

 

 

 

 

契約期間中の 
合計予定金額 

 
円 契約期間は第７条記載のとおり 

④ （安定・管理・遮断・再生・他  
） 
所在地 
（住所、施設名等）        
方 法 
                (許可番号        ) 
処理能力 

備考 
 委託する廃棄物に石綿含産業廃棄物（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた産業廃棄物であって、石綿をその
重量の0.1％を超えて含有するもの。ただし、特別管理産業廃棄物である廃石綿等を除く。）が含まれる場合、その旨
を該当する廃棄物の種類欄に記入する。 



 

 

なお、石綿含有産業廃棄物に該当するものは破砕することができない。                 (許可期限        ) 



 

 

別表２（第２条、第９条関係） 

廃 棄 物 の 種 類    

提示する時期又は回数    

 
別表３（第２条関係） 

廃棄物情報に変更があった場合の情報文書〈廃棄物データシート及び分析証明書〉の伝達方法 

甲の担当者所属氏名及び連絡

先 

別紙〔廃棄物データシート〕のとおり 

乙の担当者所属氏名  

文書の伝達方法及び

伝達先 

（該当欄にチェッ

ク） 

□ Ｆ Ａ Ｘ （        －      

－                ） 

□ e-mail

（         @                      ） 

□郵送（〒     -       ） 

緊急時の連絡先 －      －      （代表・直通）（内線） 

営業時間   ：       ～        ：        

休業日  

 

 
記入上の注意事項 
１ 乙の事業範囲 
 (1) 許可番号欄の（ ）内には、当該許可を受けている都道府県政令市の名称を記入する

。 
 (2) 積込み場所又は荷下ろし場所が複数の都道府県政令市にまたがる場合は、事業範囲の

記入欄を必要数追加する。 
(3) 許可品目のうち、特別管理産業廃棄物は、種類のみ記入する。 

２ 別表１ 
 (1) 廃棄物の種類ごとに廃棄物データシートを作成し、該当するデータシート番号を別表

１の廃棄物の種類欄の（ ）内に記入する。 
 (2) 委託する廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合、該当する廃棄物の種類欄に、

その旨を記入する。 
(3) 産業廃棄物の種類ごとに契約単価が異ならない場合は、かっこ括りで記入してもよ
い。 

 (4) 契約単価欄は、該当する単位に○印を付ける。なお、１回あたりの契約単価の場合
は、「××円／回（１８リットルポリタンク）」のように記入してもよい。 

 (5) 予定数量欄は、該当する単位に○印を付ける。また、予定数量は、「××～△△」の
ように記入しても良い。 

 (6) 乙の事業の範囲については、この契約に係る事項のみ記入する。産業廃棄物の種類ご
との処理方法、処理能力等を記入する。処理能力には、必ず単位を明記すること。ま
た、最終処分欄は、施設所在地、最終処分の方法及び処理能力（埋立面積、埋立容量
等）を記入する。 

３ 別表２ 

第２条第３項の分析証明書の提示については、法令上定められているもののほか、委託
する廃棄物によって必要と認められる場合に提示するものについて、記入することができ
る。 

 

４ 別表３ 

(1) 乙の担当者は、複数記入してもよい。 
(2) 文書の伝達方法を複数選択する場合は、数字等により優先順位を示す。 



仕 様 書

総則

本仕様書は、海上保安庁 (以下「当庁」という。)が発注する「令和 4年度産

業廃棄物等収集運搬処分」について適用する。

2 件名

令和 4年度産業廃棄物等収集運搬処分 (単価契約)

3 処分品日、規格および予定数量、予定収集回数

処分品目 :産業廃棄物、家電 リサイクル法対象品

規  格 :別紙 1～ 5の とおり

※別紙 5は家電 リサイクル法対象品

数  量 :中央合同庁舎 3号館 4, 921kg
中央合同庁舎 4号館  1, 331kg
青海総合庁舎 998kg
海上保安試験研究センター 2, 566kg

収集回数 :4回
※規格、数量、収集回数については予定であり、確定した数量等ではない

ため注意すること。

4 履行期限

令和 5年 3月 24日 (金 )

5 収集、運搬、処分

廃棄物の収集は当庁監督職員立会いのもと、以下に記載する場所において行

うこととし、受注者の責において関係法令に基づき適法に運搬、処分を行 うこ

と。また、衣類については破砕、焼却等により原形を留めない方法により処分

を行 うこと。

収集、運搬 日については、契約後当庁施設補給課監督職員と協議の上決定す

ること。

収集場所住所等

中央合同庁舎 3号館  東京都千代田区霞が関 2-1-3
(地下 2階倉庫、 9階、 11階 )

中央合同庁舎 4号館  東京都千代田区霞ヶ関 3-3-1
(3階、 4階、 5階、 8階、地下 2階 )

青海総合庁舎 東京都江東区青海 2-5-18
(1階、 2階、 3階、4階 )

海上保安試験研究センター 東京都立川市泉町 1156

6 許可証の提出

本収集運搬処分の受注者は、契約締結後速やかに有効な「収集運搬」、「処分」

許可証の写 しを 1部提出す ること。

再委託の禁止

受注者は、発注者か ら委託 された廃棄物処理業務を第二者 に委託 してはな ら

ない。ただ し、契約期間中に収集運搬業務 にあっては車両が故障 した場合等、

処分業務にあっては施設の故障等真にやむを得ない理 由により、業務を第二者

７
‐



に委託せざるを得ない事由が生じた場合は、受注者は、法令等で定める再委託

基準に従い、あらかじめ発注者からの書面による承諾を得て、業務を再委託す

ることができる。

8 その他

(1)契約締結後は廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づいて必要となる契約

書を作成すること。

(2)受 注者は、当庁監督職員の指示に基づき収集場所において必要な事前養生を

行 うこと。

(3)① 産業廃棄物に対 し、受注者は産業廃棄物管理表 (マ ニフェス ト)を用意

し、不用品の処分完了後に不用品の実測重量を証明する書類、産業廃棄物

管理表B2(運搬終了)、 D(処分終了)票及びE(最終処分)票を提出す

ること。

② 別紙 5記載の家電 リサイクル法対象品に対し、受注者は産業廃棄物管理

表 (マ ニフェス ト)、 家電 リサイクル券 (料金含む)を用意 し、指定引取場

所等へ適正に引き渡 した後、産業廃棄物管理表 32及び家電 リサイクル券

用紙の写しを提出すること。

③ 上記①、②に記載の各産業廃棄物管理表 (マ ニフェス ト)、 家電 リサイク

ル券用紙の写しを提出するとともに、別添 「業務完了報告書」を履行期限

内に提出し、当庁検査職員の検査を受けること。

(4)本契約は当庁検査職員による検査合格をもって、履行完了とする。

(5)本仕様書等に定めがない事項及び本仕様書に疑義が生 じた場合は、当庁監督

職員と協議 しその指示に従 うこと。

(6)本契約の履行に際し、当庁の財産及び物品に受注者の責に起因する損害が生

じた場合は受注者の責において弁償すること。

(7)本契約は、収集運搬費用単価を定め、また、廃棄物の単位重量 (kg)あ た

りの廃棄処分費用についても単価で定めるものとし、請負代金の請求額は、収

集回数及び廃棄物品搬出後に計測 した実重量に応 じて廃棄処分費用を確定する

ものとし、数量等に増減が生じても異議を申し立てないこと。

(8)支払いについては履行完了後一括払 とし、海上保安庁総務部長あて請求する

こと。



師裁内:R(中央合同庁舎 3号館 ) 別 1氏 1

は号 品    目 縦 (m) 横 (m) 高さ(m) 体 積 総 重 壼 象愕 アルミF: パル′局 そσ′1也 ■|'I

会議用テープル 13 06 02 丼##キ 200 30 20 150 200

会11月テープル lフ8 090 0.フ 0 1.121 50 20 30 SO

会議用綺子 069 053 083 0304 30 ●1 20 10 30

ビデオ編集装置 054 048 021 0054 50 個 5.0 50

ホワイトポート 002 090 180 0032 40 徊 40 4o

′

'デ'一

パツク (バッデリーなし) 009 009 016 0001 04 1」 04 04

テレコン′〔―ター 0.18 023 004 0002 04 個 04 04

■・  ・  ・ : O09 009 009 0001 04 04 04

ビデオカメラ 0 10 008 030 000つ 04 個 04 04

10 ビデオカメラ 0 13 008 030 0003 04 |ロ 04 04

:: 0 13 008 030 0003 05 05 0.S

12 写■'■
0 13 008 000 0003 05 |・ | 05

13 写真1崚 0 13 008 030 0003 05 個 05 05

14 写真月レンズ 0 13 008 0.30 0003 05 05 05

15 写真用レンズ 0 13 008 030 0003 03 姻 03 03

16 写真月レンズ 008 008 0 10 0001 05 個 OS 0.5

17 写真用レンズ 0.13 008 030 0003 05 個 05 05

18 写真用レンズ 0 13 008 030 0003 05 ||`| 05 05

19 写真用レンズ 05 |ロ 05 05

20 写真月レンズ 010 020 0002 05 個 05 05

21 ハードディスク 030 0 10 0008 0.3 1」 03 03

22 ′ヽ―ドデイスク 025 030 010 0003 03 .ロ 03 03

23 ′ヽ―ドディスク 025 030 010 0008 03 03

24 運搬車 040 070 080 0224 40 個 1.0 30 40

25 0 16 022 018 0006 02 個 o2 02

26 超軽量′,クケース 030 025 020 0015 15 1可 15 15

2フ 小型電子計算機 036 025 003 0003 1回 15 1.5

28 小型電子計算機 0 36 025 003 0003 ● 15 15

29 036 025 003 0003 15 |] 15

30 小型電子計算機 036 025 0.03 0.003 15 `I11 15 15

31 小型■ 7計算機 036 025 003 0003 15 個 15 15

.●■.|,■ ―■■| 036 025 003 0003 15 個 15 15

33 小型電子計算機 036 025 003 0003 15
`固

15 15

34 フルデジタル留守番電話 020 034 007 0005 20 10 10

35 通話:'音装置 025 041 007 0007 20 |: 10 10

36 テープライター 006 019 020 0002 05 イ円 05 05

37 ソフトウエア 020 025 004 0002 04 02 02

38 ストロボ 0 19 003 004 0001 1.2 1・] 06 06

39 デジタルメモリーレコーター 12 個 06 06

40 カメラ 0 13 008 030 0003 4S 15 15

41 カメラレンズ 009 009 016 0001 08 個 o4 04

42 トランシスタラジオ 020 005 030 0003 04 ⅢI 04 04

コンテンサ~マイク 008 0 17 002 0000 02 ¬ 02 02

44 脚 立 0 16 030 095 0046 10 1] 10 10

45 肛ユi, o 16 030 113 0054 10 個 10 10

46 リ́ンター 033 0 15 0022 15 徊 15

4フ プリンターインク 046 032 028 O041 40 Ⅲ l 40 40

48 フつンターインク 025 0 32 0 15 0012 05 ・D 05 05

49 プリンターインク 035 04ア 018 0030 07 個 07 07

50 CD・ D∨D 030 030 030 002フ 20 ′
II 20 20

51 VHS多 数 0フ0 034 034 0081 70 掴 70 70

52 モニター 066 023 050 0076 20 || 20 20

S3 i共製|1硼 025 O SO 060 0075 100 111 100 100
54 そて1几 o70 0.40 0フ 0 0 196 50 50 50

55 プリンター 045 033 015 0022 15 1■ 15 15

56 ビデオカメラピット 01 個 01 0.1

57 ACアタプター 018 007 400 0050 04 02 02

58 照 明 器 02 個 02 02

59 穴あけバンチ 045 012 010 0005 30 イ|`| 20 10 30

60 D,Dit ξまE 026 0 19 0 16 0008 20 ● 20 20

61 アルim緑 043 012 038 0022 28 111 05 02 07

62 ガラバゴス携帯デモ機31個 030 030 0 15 0014 20 20 20

63 マウス 010 005 003 0000 06 01 01

64 ポスター入れ 1 80 009 009 0015 20 111 20 20

65 広報用バネル 1 20 085 O01 0010 60 枚 30 30

66 060 1,

67 広報用パネル 043 033 000 0000 150 1● 150 150
デジタルセットトップボックス o28 0.28 005 0004 30 ＾

〇 30 30

69 ′〔ソコン 025 038 O00 0003 30 30 30

スピーカー 0 10 010 0フ 0 000フ 100 100 100
フ1 スピーカー 0 10 010 0.フ 0 0007 100 100 100
72 授:i 0 10 フ0.0 700 フ00
73 任:立 180 3.60 0 10 0.648 700 フ00 700
フ4 衝 立 010 0378 400 400 400
75 リ́ンタ 040 0.080 225 225 22 5

76 掃除磯 025 015 090 0034 44 44 44

フフ リ́ンタ 036 0 15 0024 50 50
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組成内訳 (中央合同庁含 3号館)
別紙 1

単 位 数 薔 鉄 屑 嗣 屑 アルミ1母 その他 実重E縦(m) 横 (m) 高さ(m) 体 積 総 菫 量番 号 品   自

50 50015 0024 50036 04578 プリンタ
1500172 150 150035 070 070フ9

450 450049 1 52 034 0253 45080 テレビラック
60 60045 035 009 0014 6081 DVDビデオレコーター
94 94072 001 0010 94 枚1 3282 |(|・ =ヽ

390031 39 390 30 030 090
・E 800.45 057 004 0.010 8084 デスクトレー

150 15.0035 0.70 0フ 1 0 174 15085 マガジンラック
15()045 072 040 0130 150 15086 テレビラック

140 005 0063 100 1ヽ 100 1008フ (
0つ0

0180 150 150 150040 0.90 0 5088

0084 50 個 SO 50040 070 030S9 衣装ケース

本 2.0 20005 005 200 0005 2090 コーン′(―

150 150040 040 165 0264 lS O91

1200070 1 20 010 0084 60092 ディスプレイ
40025 020 095 0048 40 4093

0フ0 0080 50 50 5094 0 30

46 46 4603795 1■ ,1幾

2フ 2フ026 016 034 0014 8196 ファンヒーター

30 30035 026 024 0022 6097 レターケース

026 029 021 0.016 52 52 5298
'■

昨札

010 005 0001 03 個 03 0399 ACアタプター 0.10

05 個 05 05020 010 010 0.002100 ACアダプター

03 030_10 010 050 0005 0.3 徊101 バッテリーチヤージャー

10039 066 023 00Sつ 10 L 10衣装ケース

0 11 005 0001 02 せ 02 02103 根 孟 0 11

0006 51 17 17
,11_111 035 0.27 006104

個 02 02O 13 0 10 004 0001 04105 勲功・功績章

11 11027 021 0 12 0007 11106

050 004 0010 90 式 90 90107 レイヤー3スイッチ 045
0001 o8 08 OS108 タフレット端末 029 020 001

80 30010 040 035 0014 80109 ′,製電子計算機

40 40044 025 004 0005 40 個110 レイヤー2スイッチ

044 029 o04 0006 90 涸 45レイヤー2スイッチ

037 004 0003 24 24 24′(―ソナルコンピュータ 025
03フ 004 0003 2.4 24 24113 ′(―ソナルコンピュータ 025

0003 24 24 24114 ′(―ソナルコンピュータ 025 037 o.04

24 24025 03フ 004 O003 24115 ,(―ソナルコンピュータ
50 50040 035 1 20 0168 50116

()44 025 004 000S 40 個 40 4011, レイヤー2スイッチ
050 004 0010 80 徊 80 80118 レイヤー2スイッチ o45

0005 1880 口 40 40119 レイヤー2スイッチ 044 025 004
E 17 1フ02フ 016 0 04 0002 17120 ′ヽプ

021 012 0 04 O001 07 個 0フ 0フレイヤー2スイッチ

050 060 080 0240 200 200122 サー′,

044 025 004 0005 40 個 40 40123 レイヤー2スイッチ
050 0 04 0010 ] 80 80124 レイヤー2スイッチ 045
025 004 0005 188.0 E 4フ 40 40125 レイヤー2スイッチ 044

0002 17 個 17 17126 ハブ 027 016 0 04

0フ 0フレイヤー2スイッチ 021 0 12 004 0001 0712,

o.50 070 050 0 175 240 240 240サー′
' 052 061 1 ,9 0560 300 300:29・ 1_1.:モ

0.34 034 006 0007 25 12 5 125130 デイスプレイ
0021 25 25 25131 デイスプレイ 034 0.18 034

24 0 240132 折つたたみイス 048 049 079 0 185 60

900133 シユレツダー 050 050 096 0240 900
025 03S 002 0002 24134

048 040 038 00フ 3 29 0 290 290135 カラー́ リンター

002 045 090 0008 BO 枚 1120136・ 1111"|

017 099 0025 50 ・□ 150 150137 テント 0 15

0002 15 日 30 30138 モニターアーA吉F品 00, 006 043

139 スキャナー 026 038 030 0030 120 40

o28 046 0 15 0019 800 120 120パウチラミネーター

070 1 60 070 0フ 84 フ50 個 フ50 750141 三号鉄製卓子

160 0フ0 0フ 84 750 .□ 750 750142 ||'i■
=―

070
020 0フO 0539 500 日 500 500143

060 049 048 0141 400 400 400144 カラープリンター

045 102 0413 個 400 400145 レターケース

045 102 0.413 400 個レターケース

シュラルミンケース 020 036 02フ 10 祠 10 10

・:. 004 1 27 1.37 0061 30 徊 30 30

149 ′17 050 0.55 0.80 0220 20 :1」 120 120

150 !1‐,.● .革 o45 2.10 0851 600 600 600

151 ′・ンチ o23 0015 03 03 03

152 ソフトウェア 0 12 014 003 0001 02 枚 02 02

153 外付け八―ドディスク 0.05 0001 05 05 05

020 006 010 0001 03 03 03154 ステープラー ■■■■
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‐ 11
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組成内訳 (中 央合同庁合 3号館) 別■ 1

番 号 贔   目 縦(m) 横 (m) 高さ(m) つヽ 1員 総 重 菫 単 位 教 申 ま 屑 鋼 屑 ルミ屑 その他 実重辱

155 ′(ンチ 03 03

156 オープントースター 020 037 022 0016 0.5 05 05

157 テレビ台 050 050 046 0115 50 50 50

158 llt 0フ 0 110 070 0539 100 100 100

159 ″ι 070 110 0フ 0 0539 100 100 100

160 二殴つゴン 45 45

161 二段つゴン 060 040 060 o144 45 45

162 二段ワゴン 060 040 ()60 0144 45 45

163 二段つゴン 060 040 060 0144 45 45 45

フアイリングキヤビネット 45 45

165 デイスプレー 0 10 050 040 0020 39 11 7 11 7

166 ′(― テーシヨン 30 3.0

167 カメラ 006 0 11 003 ()000 03 03 03

168 カウンター天板 0.90 1 '4 00S 0078 400 400 400
169 会・

嬌月テープル 080 00フ 090 0050 80 80 80

会議月テープル 080 00フ 090 0050 80 80 80

171 会議用テープル 090 1 74 005 o o78 400 400 400

172 衝 立 500 500

1フ 3 lt:,1 0,0 o05 1 33 0060 400 400 400

174 デスクサイドタイプ 80 80

175 四号鉄製卓子 070 1 10 400 400

176 衝 立 155 004 120 00フ4 400 400 400

17フ 043 048 1 54 0318 14 0 14 0 140

178 |11.L■ 130 130

179 043 180 090 069フ 300 300 300

180 掃除機 028 o.22 1 00 54 54

二段ワゴン 0フ 0 o39 060 0 164 250 250

182 フロアマット 18 12 12

183 鉄製詈庫 100 10.0

184 写真E´ルタ 15 15

185 空気清浄機 o40 070 020 0056 12.0 残 240 240

186 ノート′(ソコン 040 0.30 003 0004 15 30 30

090 040 10S 0378 100 200 200

188 リ́ンター 030 040 0 10 0012 20 60 60

189 サイドキャビネット 050 030 050 0.075 50 50 50

190
`li立

0 12 050 001 0001 20 40 40

会議月椅了 050 040 050 0100 10 10 10

リ́ンター 040 020 020 0016 10 10 10

193 会議哺綺子 (小 )
050 040 060 0 120 10 50 50

194 会議月椅7(大 )
060 040 060 0144 10 60

195 セロ八ンテープ台 020 o06 0 10 0001 10 10 10

196 穴あけバンチ 020 05 35 35

197 ネームプレート 006 0.20 005 0001 02 徊 16 10 10

198 プラステック箱 040 050 030 0060 10 10 10

199 ビデオデッキ 030 040 020 40 40 40

200 030 0_30 010 0009 30 30 30

会議用椅子 (テーカレ● )
050 060 060 0180 20 40 40

PCデイスプレイ 030 050 006 000つ 27 27 2フ

045 049 005 0011 20 ,| 10 10

ディスプレイスタント 030 022 023 0 015 30 30

205 オートストロポ 020 009 005 0001 20 20 20

206 小聖電子計算機 025 038 o.o3 0003 70 35 35

207 電気ケトル 019 019 022 0008 10 10 ]0

208 H00リーダーライター 009 O 12 016 0002 04 01 04

209 DVDライター 0 12 034 026 0011 50 50 50

210 ..:'―   || 016 004 003 0000 10 10 10

211 キーボート 0.12 023 O01 0000 05 05 05

212 アイロン 025 0 10 0003 30 30 30

HDD 0 17 o 15 005 0001 120 60 60

214 小型電子:i算機 025 03フ o o3 0003 75 個 フ 5 75

215 変換器 017 023 005 0002 30
`固

30

216 250 250

217 .|｀ ′
''電子。|'11晟 個 210 21 0

218 ‐ |:i‐ `□ 52 52

スイッチング人プ 08 08

220 tANケープル 033 048 020 0032 200 本

221 .1上●‐1■  ‐ 30 30

222 ■■キヤビネット 10 50

223 センサライト 20 20

224 ハIS船Ⅲ 3'■実 態 ;=(価 装 置 030 020 040 0024 100 100 100

AlS船舶通航実態解析装置 100 100

226 ,製言庫 310 310

227 象裂言庫 355 355

228 鉄製言庫 040 090 105 0378 315 31 5 315

229 菫製詈庫 040 090 1 05 0378 31 5 31 5 315

230 ,製
=庫

040 090 105 0378 315 315 31 5

231 鉄製書庫 31 5 31.5

0.601  0.111 0.131  0.0091   0.3

0.601  0.401 0.601  01441   4.5

-l rl 4.s
台 1 11 4.5

o.60l o.4ol o.60l o.\441 4.5

0.101  1.501  1.801  0.2701   1.5 台 121

r.231 o.04l 1.831 o.o9ol 50.o

0451 0.291  0321  0.10フ 1   80
05391  400

0421 0481  1421  0.2861  130

o.5ol o.sol o.06l o.orsl L.z

o.sol 1.201 1.201 o.72ol to.o
0131 0181 0.301  00191   1.5

台 121

1台 12!
台 1 11

1台 111

I o.2ol o 1ol

3{

1台 111
1台 121

台 1 11

台 1 11

台 121

3 1

0.301  0501  0.601  00901  25.0

o.30l o.4ol o.03l o.oo4l 21.0

0.171  0.231  0.051  00021   13

涸 1110211 0131  0041  0.0011   08

0.351 o.3ol 0.351 o.o37l 3.0

0401 0.301  0.471  0.OS61   5.0

合 1 110151  0.1:1  0231  0.0051   3.0

0.301 0.201  0.401  0.0241  100

1.101 0.つ 01  0.401  03961  310

o.4ol o.90l 1.101 0.3961 35.5

0.401  0.901  1.051  0.3781   31 5

I o.oor

| |

L劃

ooあ

「

五4匿回
zso al r

o.7o L劃



組成内訳 (中央合同庁舎 3号館 )
別紙 1

番 号 品    日 縦 (m) 横 (m) 高さ(`n) 体 薇 総 菫 皇 ф 位 故 ■ 敬屑 鋼 屑 ア|,ミ屑
"),■

,4 そα

“

晦 実 重屋

232 040 090 105 0378 315 31.5 315

233 :1製 書庫 040 0.90 105 0373 315 315 315

234 |.=¨ 300

235 デスクワイトワゴン 250 111 250

236 1,‐
=

150 15 0

23フ ,先 よ言庫 045 090 1 13 0458 200 711 200 200

■ i_=中 040 040 090 o 144 200 200 20 0

239 ゝ製詈庫 045 090 20.0 ||ll 200 200

240 200

241 鉄製書庫
20.0

242 04S 090 1 80 0729 250 1` 250 250

243 鉄製書庫 (小 )
040 040 0,0 0 144 20.0 ■ |

200 200

244 十 111¬ 20.0

245 ゝ装嘗庫
250

246 ,製言1車
250

247 ワゴン 045 065 100 0293 250 250 250

,よ言庫 045 090 1 10 0446 250 11司 250 250

249 ∴_ゴ ■ 0.45 090 1 10 0446 250 颯 250

250

'夜

贔ディスプレイ 010 0.40 040 0016 50 1`l 50 50

251 040 090 1.30 064800 30.0 黎 l 300 600

252 会議月椅子 150 150

253 ~1‐ .= 060 060 1 00 0360 150 150 150

254 三号回転綺子 060 0.60 120 0432 150 150 150

255 200 200

256 ユ梨
=庫

045 0つ 0 113 0458 200 慟 200 200

257 :,製言凛 045 090 113 0458 200 Ⅲ l 200 200

258 250

259
=1製

]■ . 040 090 040 o144 200 個 200 200

260 0.45 090 113 0458 200 輌 200 200

261 プリンター 035 045 030 0047 200 200 200

262 ワゴン 035 040 050 0070 150 150 150

263 つゴン 035 040 050 0070 150 仙 15.0 150

264 ワゴン 030 050 030 0045 200 200 200

265 ワゴン 040 060 0フ0 0168 200 711 20.0 200

266 ワゴン 060 025 0フ0 0 105 200 .11 200 200

26フ 朝

`

250

268 埼 ヱ 150 150

269 綺 子 035 035 040 0049 150 150 150

2フ O 050 090 1 80 0810 300 個 300

lⅢ
040 0.90 050 0 180 250 働 250 250

272 綺 子 060 060 1 20 ′」
. 100

273 綺 子
100 100

スクリーン
100 100

275 衝 立 030 125 180 0675 200 200 200

液晶ディスプレイ 010 040 040 0016 50 50 50

277 液晶ディスプレイ 010 040 040 0016 50 50 50

278 .Ⅲ _1.
040 090 050 0.180 250 250 250

279 045 090 180 0729 300 300 300

1、 央言ノ 045 090 1 80 0フ 29 300 300 300

液昌ディスブレイ 50 50

液晶ディスプレイ 0016 50 50 50

な畠デイスプレイ 010 040 040 0016 50 5.0 50

284

'夜

晶ディスプレイ 010 040 040 0016 50 50 50

285 1■ L■ .1■ ‐― 017 043 039 0028 94 つ 4 94

286 94 94

287 小型電子計算機
94 94

288 ′
,ヽ 聖電 子計算柱

94 94

289 サイドキャビネット 060 040 060 0 ,44 217 個 21 7 21 7

290 060 040 060 0144 217 21 7 21 フ

291 サイドキャビネット 060 040 0.60 0144 21 7 21フ 217

292 060 040 060 O 144 21 7 217 21,

293 サイドキヤビネツト 060 040 060 0 144 217 217 21 7

294 サイトキャビネット 060 040 060 o 144 217 ′
□ 217 217

295 サイドキャビネット 060 040 060 0144 21フ ■ | 217 217

:奇子 060 060 090 0324 40 1● 1 40 40

297 綺 子 060 060 090 0324 40

298
'奇

子 060 060 090 0324 40 個

2,, IⅢ 060 060 090 0324 40 個 40

300 椅 子 06() 060 090 0324 40 個 40 40

会議用テープル 025 04S 090 0101 140 140 140

会議用テープル 140 140 140

会議用テープル 025 0.45 090 0101 140 140 140

304 会議月テープル 045 090 0 101 140 140 14 0

305 ■1コ
010 010 060 o006 20 ⅢI 20 20

306 似襲言庫 045 090 045 o182 150 個 150 150

307 t襲言■ 045 090 045 o 182 150 150

308 鉄製書庫 045 090 045 0 182 15.0 伺 150 150

0.451 o.eol 1.801 o.72el 30.0 | r | 1130.0

o.60l o.4ol 0.551 0.1321

o.3ol 1.201 1.801 o.64sl rs.o I € I 1l

o-4sl o.eol 1.131 0.4581 2o.o I € | 1120.0

o-4sl o.9ol 1.131 0.4581 2o.o I E | 1l2o.o

o.4ol o.6oJ o.7ol 0.1681 2o.o I E I tl2o.o
o.4sl 0.551 o.eol 0.2231 25.0 | t | 1125.0

o.42sl 2s.olEl 11zs.o0.451

0.60 1.ool 0.360 1s.o I d | 1l

11

0.451 o.eol 1.131 o.4s8l rl20.o

0.451 o.sol 1.sol o.72sl 25.0 I g I rl25.o

I 0.35 o.6sl o90 o.2o5l 2s.o lE I 2so
I o.:sl o.:sl o.4ol o.oasl 15.ol}[l 1l

10011

0.60l 0.601 1.201 0.4321 1o.o I E | 1l

o.10l o.10l 1.401 o.o14l lo.o I 6 I 1l

I o.rol o.qol o.4ol 0.0161 5.0 I € I 1l

o.roI

0.171 0.431 o.3sl o.o28l e.4 | a | 1l

0.17 0.431 o 39 o.o28l 9.4 a I
1 0.1フ 1 0.431  0.391  0.0281   0.41 台 1  11

i 0.2 51 O IOI

| 1125.0 |

「

可可¬

1.osl o.9o

I 0.60
T~

E三

闇

04T10Ю

。

"1。

.型

「

~「
¬

睦l上二

o.asl o.9o

「¬

司
~‐~115.OT~¬

「

~「~



別 111

目号 品    目 縦(m) 横 (m) 高さ(m) 体 輌 総 菫 ■ 単 位 散 員 飲屑 飼 層 7腱属 そ0メじ
=Ⅲ

量

309 15電気プロワー 0,0 040 040 0048 15
`lil

15

310 .lr:、 030 030 010 0009 07 知 07 0フ

311 サイドキャビネット 060 040 0 50 0 12() 21 7 21 7 217
312 サイトキヤビネット 060 040 0 50 0 120 21 7 21フ 217
313 045 0つ0 1 80 0.729 300 30.0 300
314 ■ニットキャビネット 045 090 110 0446 250 250 250

'IIT
045 090 1 10 0446 250 250 250

316 ユニットキャビネット 040 06C 110 0352 250 250 250
317 サイトキャビネット 0フ 0 040 070 0196 150 150 150
318 11‐ |:‐ 十 045 090 1 13 0453 200 ||| 200 200

60319 11吟染 040 025 030 0030

320 サイトキャビネット 040 050 007 0014 250 250 250
321 サイトキャビネット 040 050 00フ 0014 250 250 250

322 サイトキャビネット 040 050 007 0014 250 250 250
323 サイドキャビネット 040 050 007 0014 250

'II

250 250
150 11]OA弔綺 子 050 o.50 110 027S 150 150

325 保管庫 045 090 1 13 0458 200 個 200 20.0

326 1ヽ穀昔 |■ 045 090 1 13 0458 20.0 200
●■.‐

.I 045 090 1 13 0458 200 ■ l 200 200

328 菫裂
=|■

045 0.90 1 13 0458 200 ヤ| 200 200
329 :1姜 彗ヽ 045 090 113 0458 200 個 200 200

030 040 030 0036 400 400 400330 鉄くす (段ボール箱入り)

250 250331 040 060 1 80 0432 250 Tl

1 00 240 0フ 0 1680 5000 式 5000332 衣 類

4.921

一一一一一一一一

一一一一一一一一

「

~~「
巧司

「

¬

1601 60
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組成内沢 (中央合同庁合 4号館) 別疵2

晉 号 品.  目 軽(m) 横(m) 高さ(m) 体 積 総 菫 ] 1世セ 改ヨ ま 肩 鋼 電 ,||ミ 屑 その他 実重呈

,1 ルーター 027 027 0 14 0010 10 積 0.5 05
フ2

==l・
1‐ 034 022 014 0010 20 20 20

73 鶴 机 0.73 041 0 75 0.224 150 150 15.0

'1~■= .=言
_.1,__■ ■. 026 033 0 11 0009 10 式 10

フ5 溶存鮨素自動滴定装置 0 13 0.26 038 0013 10 式 10
76 「・  :~ |■■‐

'■ 1. 021 0 16 0.03 0001 20

フア 小型電子:1算機 026 038 003 0003 23 23 23
78 船′|1協則データ伝送装置 021 0.16 003 0001 5.0 50 50
79 船鉤観測データ伝送姜置 021 016 003 ,011 SO 50 5.0

80 船舶観測デー転 送装置 021 016 003 0001 50 50 50
81 船

“

授測■―夕′
=●ム 置 021 016 003 0001 50 5.0

82 掃除機 0.30 030 090 0081 68 28 68

ポット 030 030 0018 3.2 10 22 32
84 ポット 020 030 0.30 O018 23 10 13 23

85 032 032 0.36 0.037 53 ||」 53 53

86 008 019 011 0002 12 0.5 12

87 ペー′ヽ―カッター 026 048 O08 0010 23 個 10 10 03 23
SS やかん 020 020 0.17 0007 06 ,] 0.6 00 06

89 ブレン
'

010 010 0002 07 04 03 07

90 力′,― 027 035 006 0006 出ヽ 0.9

91 自転中 O SS 1 70 100 320 14 0 20 160
92

=IP,
030 014 00S 0002 59 ||」 05 10 04 59

93 かご 020 020 O 15 0006 16 |] 08 08

かご 025 025 030 0019 0フ |:] 07 07

95 本 洒 0 12 030 020 0007 16 0.8 08

96 木 箱 0 16 034 031 0.017 175 格 25 2.5

97 塩検ビン 005 005 017 0000 60.0 本 600 01 01

98 ゼニライト漂流ブイ 033 0.33 031 0034 60 60 60

99 オリコン 036 053 0 32 0061 80 ケー, 20 04

100 サー′,― ラック 1.10 060 0924 500 50 0

ァィスプレイ 020 042 032 002フ 50 10 40 SO

CDライター 005 0 18 024 0002 10 10 10
1つ ヽDVDライター 021 015 004 0001 10 10

′ヽ―ドディスク 005 0.23 0 12 0001 10 10 10
105 ハードディスク 0.14 015 003 0002 10 1.0 10

八―ドディスク 024 0.13 0 10 0003 10

DA■ライター 023 011 009 0002 10 1.0 10

カラープロッタ 0フO 190 1 20 1 596 1350 i350
10, 端末 010 038 034 0013 80 30

■スブレイ 030 042 0 52 0066 60 60 60

キーボート・マウスケーカレ等 020 0.50 005 0005 10 il 10 10

||● 050 050 O SO 0200 1200 1200
113 0 10 040 040 0016 76 76 76

小型電子計い機 040 040 0016 76 76

1lS 三… ‐  .■ 020 030 O SO 0050 11 2 112
小型TF計 1,概 010 040 040 0016 76 76

117 040 020 0 10 0008 20 20 20

1-■ ■ |.1_.| 060 030 040 100 100 100
プロジ■クター 0.30 0 10 0012 30 30

120 100 030 040 0 120 60 60
121 小型電子計算機 010 040 040 0.016 76 76 76

二
‐ ―.■  ・ . 010 040 040 76

'6
76

123 電気掃除機 1 00 030 030 0090
タフレット 020 0 32 0001 20 20

125 タブレット 032 002 0001 20 20 20
126 ライトテーブル 1 20 1 213 1500 lS0 0

127 ヨ
~|■

‐
'■

034 0.38 0.05 0006 50 50

携帯式透与台 050 030 010 0015 20 20 20
129 0.40 1 60 0256 94 94 94

モニター 020 040 0040 46 46 46
131 020 030 0 10 0006 15 15 15
132 0 ,1 1 51 0 72 07フ 2 50 50 50

ボット 025 025 040 |1025 20 20 20
134 本 立 030 050 030 0045 40 20 20

レターケース 030 040 030 0036 30 30
136 035 040 005 (｀ 00, 5.0 50

踏み台 040 035 0056 30 {|`l 30 30
138 デイスプレイ 050 030 0008 30 30
139 050 0080 50 50 50

1.331

10

80

|

40

20
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_
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組成内訳 輌 海総合庁舎 ) 111氏
=

3_ 品   目

'11(m)

横 (m) 高さ(m) 体 繊 総 颯 ヨ 当 ,■ 救 量 鉄膚 鋼 屑 アルミ層母 その他
=重

晏

300リ́ンター 0.40 040 0.50 0.080 300

衝立 010 1 20 1 30 0 156 30() 300

衝 立 0 10 1 20 130 0 156 300 300

衝 立 010 1 20 130 0 156 300 300

■ 立 0 10 090 1 30 0.117 200 200 20 0

0 10 090 130 0 117 200 20.0 200衝立

200衝 i 0 10 090 130 0 117 200

衝立 0 10 090 130 0.117 200 200

|::二 0 10 1 00 130 0 130 300 300 300

`:]立

0.10 1 00 130 0130 300 300 30010

0 10 1 00 1 30 0130 300 300 30011 衝立

010 1 20 1 30 0 156 300 300 30012 衝 立

010 080 1 30 0104 200 200 20013 衝 立

1 30 0 104 200 200 20.014 衝立 0.10 080
200 20015 衝 立 0 10 080 1.30 0 104 200
150 300040 090 050 0180 150 15016 .1■ .r

060 041 0.35 0086 150 式 150 15.017 可搬式超音波多層流速計

060 041 035 0086 150 式 150 15 018 コ定型i重音波;iE。 |

001 0000 15 15 1519 GPS受 信機 024 0 14

15 1520 CPS受 信機 024 0 14 0.01 0.000 15

15 15024 014 001 0000 1521 GPS受 信機

15024 0 14 001 0000 15 1522 GPS受 信機

150 ()70 030 0315 400 式 40023 GPS受 信機

053 023 0055 200 ■ |
200 20024 GPS受 信機 045

200 '11 200 200045 053 023 005525 GPS受 信機

SO 50040 040 020 0032 5026 ′(ソコン

05 050.10 0.22 003 0001 0527 ポケコン
015 020 001 0000 ヤ! 0123 ァイスククリーナー

001 0001 40 80 8029 」ヽ型 リ́ンタ 030 033

式 10 05 15ヽ■
~: 025 043 025 0.027 1530

20 20022 020 0 12 0005 1031 モデム
10 10025 025 031 0019 1032 ′(ッテリーチャージヤーイルミネーター

048 030 009 0.013 10 個 10 1033 木黎折つたたみイス

026 017 0 10 0004 80 3034 イン′(―タコンセント

019 01フ 0 16 0005 ,0 ,1 30 3035 ′ヽログンライト
021 0032 50 50 5036 転倒防止ひも 032 04フ

200 200
it'■ ′ヽ 033 047 0.27 0042 2003,

400 400070 070 050 0245 100 個38 レトーム
50 50038 048 020 0036 503つ GPS受 信機

063 005 005 0002 OS 本 25 2540 ポール
007 0009 10 10GPSアンテナ 035 035

05 05GPSアンテナ 020 025 0 12 0006 05

15 1504S 042 008 001S 05告 電 貨

20 20024 006 006 0001 05 イII44 合貝

06 06008 0.13 006 0001 0345

0 13 023 00フ 0002 05
`||

15 1546 充 :Lト

006 0 14 003 0000 01 03

003 0002 01 Ⅲ l 01 0148 充電ケーカレ 028 020
01 01 0149 0 12 020 004 0001

02010 010 050 0005 02 , 0250 金 具

036 018 0032 05 05 0551 フロッピー保存ケース

010 020 020 0.oo4 03 くくり 03 0352 電子地図データ

1 09 026 0071 20 Ⅲ
l 20 2053 続易詈速計 (外箱 )

026
20 ヤl 20 2054 簡易音速計 (本体 ) 径 0.1 096

326 20 34655 ,■ ■_ ・ .1. 054 088 088 0.418 ,46
274 2フ 456 i兵 ■'lf

0 54 03S 038 0418 2フ 4

48057 rt:_・ [‐ 0 32 088 180 05o7 480 480
48058 032 088 180 0507 480 480

032 088 180 O SOフ 480 480 48059 鉄製調庫

032 088 1 80 050フ 430 480 48060 il■ .1手

032 088 1 80 0507 480 480
=型

1lⅢ

088 1 30 050フ 480 480 48062 032
48063 鉄製,1■ 032 088 1 80 050フ 480 480

64 衝 立 o4o 1 20 145 0696 11 6 50 66 116
026 038 003 0003 23 23 2365 ′」ヽ型T.子言十い機

998

■■■■
■■■■

300
300
300
300

200
20.0

01 0

80

41 10

61

|

| |

| | |

L_■ L車コ
ト+」
■十」



組成内訳 (海上保安試験研究センター
) 別紙4

品   日 縦 (m) 横 (m) 高さ(m) 体 積 総 量 [ :=電 現 局 ,だ層 そ0メ也 ・ ■
「

ガソリンポンプ 066 060 072 0285 800 800 800
ストロボビジ3ンスコープ 047 03フ 016 0028 100 80 20 100

水槽実験訃 ラ′(― ス装置 164 332 o45 2453 3000 200 3000
4 造波データ処理解析装置 040 038 0 15 0023 12 0 100 20 120

FVコン′(―タ 021 0 11 0 11 0002 23 1.8 OS 2.3

デジタルオシロスコープ 04フ 0,フ 0 16 O028 130 100 30 130

テレビカメラ 043 040 030 ＾
ロ 150 50 200

記録計 044 035 025 0038 200 180 20 200
043 0 33 010 0014 30 20 10 30

10 強制勁揺装置 094 1 11 196 2045 2500 lS O 250.0

11 三分力計 034 0 19 023 0015 54 44

12 姿勢;:刊装置 0 14 0 15 0 14 0003 30 3.0 3.0

13 自航勁力計 044 022 035 11 0 30 140
14 追波試験

'―

夕解析装置 043 0.43 0.17 0.030 160 120 40 160
15 多点式風連:| 040 038 0 15 190 20 21 0

16 電t.n連 :` 0 32 030 0 10 65 05 70

17 電磁流速計 042 025 0.33 0035 105 100 05 105

18 勁ひずみ刑1定器 030 026 0 15 65 05 フ 0

19 0.12 005 009 0001 11 11 11

20 波高 || 012 005 009 1.1 1.1

21 ォシロスコープ o62 038 0 17 O040 6フ 09 16 OS 10 2フ 6フ

22 043 061 020 0052 88 12 21 0フ 13 35 88

23 DGPS受 信機 023 0 13 006 0002 03 01 09 13

24 GPS受 信機 022 0 15 0.06 0002 15 03 01 11 1.5

25 060 060 090 0324 250 120 30 100 250

26 油分耀度:| 060 060 090 0324 250 120 30 100 250

27 充電モジュール 0.19 0 13 006 0001 09 .11 06 02 01 01 09

2S iF… ■ ―′ 0 19 013 006 0001 09 06 02 01 01 09

29 電気二重層コンデンサ 0 13 035 04 1.3 66 87

30 電気二重層匈ンデンサ 0 13 035 0 19 04 04 13 66 87

31 .し . 
‐
三 三 _ |~ 0 13 035 0 19 0009 8フ 04 04 13 66 8フ

32 電気二重層コンデンサ 0 13 035 0 19 0009 8, 711 04 1.3 66 87

33 電気二重層コンデンサ 013 035 0 19 0009 87 04 04 13 66 87

34 1 00 1 38 091 1256 2322 個 2322

35 図面 .■ 庫 1 00 138 089 1223 2257 2257

36 鋼製机 0フ 0 1.20 071 Ⅲ l 736 46 フ8.2

3フ i,. 060 180 020 733 46 フ79
38 コ製|11 060 1 80 020 0216 フ79 フ33 46 779

39 会議用テーカレ 060 1 30 020 0216 11 0 1`, S7 53 11.0

40 会議用テーカレ 075 1 07 074 0594 11 0 57 53

41 会議用テーカレ 075 10フ 0フ4 0594 110 5フ 53 11 0

42 アルミトランク 043 061 020 o o52 43 颯 40 03 43

43 CPS受 信機 O 13 026 016 0005 25 03 02 01 02 1フ 25

44 DGPS受 信機 0 11 024 014 0004 17 02 01 01 02 12 17

45 ディファレンシャルGPS航法装置 010 022 015 0003 15 1■ 02 01 01 01 11 15

46 デイケレンシャルGPS航法装置 0 10 022 0 15 0003 15 02 01 01 01 11 15

4フ 0 15 021 012 0004 17 硼 02 01 01 02 12 17

48 水深表示器 032 028 025 0022 103 1」 11 0フ 05 0つ フ 1 103

49 アスピレーター 040 030 040 0048 70 10 60 70

50 分光光富 .| 020 0 30 020 0012 50 10 10 10 20 50

51 分光光度計 020 030 020 0012 50 10 20

52 試料保存 |■ 080 080 170 1088 1000 800 1000
53 080 080 1 70 1088 1000 200 1000
S4 試料保●■ 050 060 1 60 0480 600 イ

|』 100 500 600
55 自転車 1 70 050 1 05 0893 100 11 100 100
56 自転車 1 70 0 50 1 05 0893 100 ■l 100 100
57 ポータブルナビゲーシヨンシステム 008 001 003 0000 ヤ| 10 10

58 ポータブルナビゲーシヨンシステム 008 0 01 003 0000 1.0 10 10

59 説:,ol■部員 0 50 050 050 0125 100 僣 50 50 100
60 ―  ‐ ■|・ ・f. 0 30 080 060 0 144 150 悟

| 50 SO 50 150
61 高[減西器 050 050 1 20 0300 800 イll 100 600 100 800
62 通し■′(ボレーター 0 30 030 030 002フ 100 涸 40 60 100
63 照明装置 030 040 0024 15 15 15

64 照明装置 020 030 040 0024 15 711 15 15

65 020 030 040 0024 15 1.5

66
'ツ
ングライトガイド照明装置 034 040 026 0035 50 11 50 50

再■ .11□ 器 045 037 096 0 160 11 300 100 80 480
99 :=「 045 035 0 15 0024 5S= 11 688 688
100 050 045 090 140 14 0

101 グレーチング 040 0.50 005 個 80 80

チューナー 030 04S 30 30

′(インター 030 040 010 1, 42 60 60

黒板クリーナー 015 025 徊 10

時 計 030 045 0 10 50 50

デシケータ 030 030 050 50 50

PC―式 050 式 20 30 50

020 020 1 00 50 50

薔号
|

|

00521  200

台 1 11
o.o33l l4.o 台 1 11

o.o2ll 2r.o
o.oo9l 7.o

o.or2l ?.0 台 1 11
台 1 11

o.ooll 1.1

□ 1 11

00091    8.7

1  0.5961  フ82
02161  フ7.9

111

10 5(

2AO

1台 1 1180.0

o2o3 14o
oolol 8o
0.0141    30

0.0121    6.0

0.0061   1.0 11

0.0141    5.0

00451    5.0

o.o5ol 5.0

o.o4ol 1s.o

I o.1el o.ooel 8.7 | 6 | 11 0.4



組成内訳 (海上保安試験研究セ〕″―)

109 欅 O02 0.02 100 0000 20 本 10 10

110 ロート台―式 030 060 070 0 126 30 式 3.0 30

111 .E′ 昌器 100 076 199 1512 3000 3000
2.566

1縦

`m,

品   日 体 積 1総 菫 コ 1単位 ,暦 6同 屑 7掟層 |その他
=i手



組成内訳 (中央合同庁舎 3号館及び中央合同庁舎 4号館 ) 男」紙 5

3.0大 0.35 0.55 0.1 0.02 3.0 3.0テレビ シャープ LG-24K7
24.0 24.0KDL― L42HX2 大 1.34 0.7 0.11 0.10テレビ SONY

0.1 0.4 0.4 0.02 5.0 5.0 5.0液晶テレビ シャープ LC-20DEフ 大

0.06 9.7 9.7 9.74 LC-26DEフ 大 0.21 0.65 0.47テレビ シャーフ

42

数 量 アルミ屑横(m) 高さ (m) 体 積 総 重 機 鉄屑 銅 屑 ステンレス月雪 その他 実重量番号 品   目 製造業者等名 規   格 大小区分 縦 (m)
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